
 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ．研究目的 

平成 16（2004）年からの新医師

臨床研修制度により、診療に従事

しようとする医師は、２年以上の

臨床研修が必須とされた。その

後、平成 22、27年度の見直しを

経て、令和２（2020）年に現在の

制度に改められた。さらに、医道

審議会医師分科会医師臨床研修部

会では、「臨床研修の到達目標・

方略・評価」以外を見直し、令和

７年４月から新たな研修制度をス

タートするとしている。 

日本の医師臨床研修は、すべて

の医学部／医科大学卒業生が履修

する医療を多なうために必要な基

本的な臨床能力を具備させる画期

的な内容で、他国の卒後臨床研修

と比べ独創性のあるものである。

しかし一方、日本の医師が他国に
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研究要旨 
平成 16（2004）年からの新医師臨床研修制度は平成 22、27年度の

見直しを経て、令和２（2020）年に現在の制度に改められた。本研究

は、この改定医師臨床研修の到達目標、方略、評価が研修医の基本的

な研修医の基本的な診療能力に及ぼした影響の分析及びとりまとめ、

そして次回の制度見直しに必要な観点の提言を行うことにある。 

2024年度は、主に WEB調査を実施した。厚労省担当者との意見交

換、班員による議論、文献調査を経てアンケートを作成した。対象は

プログラム責任者／事務担当者、2年目研修医、1年目専攻医、指導

医、研修担当看護師である。アンケートは各都道府県庁経由で全国の

医師臨床研修プログラムに配布され、1,685の回答が得られた。 

2025年度は WEB調査の結果を解析する。また、WEB調査の自由記載

などを使用して質的な解析もする予定である。外国の事例について情

報を収集する予定である。 



 

  

そこで本研究は下記の研究目的のた

めに実施された。 

１．令和２年度研修から適用されている到

達目標・方略・評価が、研修医の基本的

な診療能力に及ぼした影響の分析及び

とりまとめ 

２．次回の制度見直しに必要な観点の提言 

この研究によって下記の効果が期待さ

れる。 

1. 令和２年度研修の構築者から独立してそ

の研修体制（目的、方略、評価）を高所大

所から評価することによってより、より

客観的な評価が可能となる。 

2. WEB調査に必要とされる対象数を考慮し、

できるだけ広く調査対象を増加する。 

3. 質的研究を用いることにより、より妥当

性が高い研修体制の評価が可能となる。 

4. 海外の事例を参照し、我が国の令和 2 年

改訂版研修の独自性、特徴を明らかにし、

また不足している点を洗い流す。 

5. 平均的に海外の医師に引けを取らない医

師を育成することに寄与する。 

 

Ｂ．研究方法 

まず、厚労省担当者との意見交換を行

ない、本研究の目的などを確認した。ま

たＷＥＢ調査の対象について配布にご協

力いただけるかを聴取・確認をした。 

2024年度は、主に WEB調査を実施し

た。 

ＷＥＢ調査の対象は、全国に存在して

いる医師臨床研修とし、そのプログラム

責任者／事務担当者、2年目研修医、1

年目専攻医（医師臨床研修修了者）、研

修指導医、研修担当看護師（ＥＰＯＣに

研修医評価を記載した看護師）から回答

を得ることとした。 

プログラム責任者／事務担当者、2年

目研修医、1年目専攻医、指導医、研修

担当看護あてのアンケート用紙を作成す

るために、本事業の研究者が分担し、項

目の構築にあたった。ＷEB調査の各アン

ケート項目作成にあたっては、原案が作

成され、本研究の班員による度重なる議

論、有識者（研究協力者）からの意見聴

取、文献調査をおこなった。 

全国の各プログラムに入力を依頼する

アンケート画面については外注を行い、

効果的なアンケート実施を可能とした。 

厚生労働省のご支援により、アンケー

トは各都道府県庁経由で全国の医師臨床

研修プログラムに配布された。約 1か月

のアンケート期間を取って調査が行われ

た。 

 

（倫理面への配慮） 

本ＷＥＢ調査の実施に先んじて、東京

女子医科大学の研究倫理委員会にて本研

究の研究倫理の審査が行われ、審議内容

に応じて研究計画に修正を加え、最終的

に研究倫理委員会に承認が得られた。 

 

Ｃ．研究結果 

１．ＷＥＢ調査で使用する調査票は別紙

a、別紙 b、別紙 c、別紙 d、別紙 e、別紙

fが構築された。 

２．ＷＥＢ調査においては、各プログラム

から 1,685の回答が得られた。 

 

ＷＥＢ調査対象 回答数 

プログラム責任者／事務担

当者 

１２９ 

2年目研修医 ３１１ 

1年目専攻医 １２１ 

指導医 ８３０ 

研修担当看護 ２７４ 

 

 



 

  

Ｄ．考察 
WEB調査におけるアンケート用紙が作

成され、また実際のＷＥＢ調査が実施さ

れた。 

アンケートの項目は、令和２年度研修

から適用されている到達目標・方略・評

価が、研修医の基本的な診療能力に及ぼ

した影響を明らかにするものと言えよ

う。とくにその対象として研修医やその

指導医のみならず、見直し後の研修プロ

グラムを修了した専攻医、また看護師に

及んだことは、特記すべきと考える。ま

た、アンケート項目の作成にあたり、文

献検索のみならず本研究の研究者が議論

を重ね、また有識者（研究協力者）から

の意見も取り入れたことはより妥当性の

高いアンケート調査となったと考えられ

る。 

ＷＥＢ調査の回収率はやや低めだが、

通常の無記名のＷＥＢであればこの程度

の回収数になることは想定範囲内と言え

よう。 

2025年度は WEB調査の結果を解析す

る。また、WEB調査の自由記載などを使

用して質的な解析もする予定である。さ

らに外国の事例について情報を収集する

予定である。 

そして次回の制度見直しに必要な観点

の提言を行うこととなる。 

Ｅ．結論 
令和２年度研修から適用されている到

達目標・方略・評価が、研修医の基本的

な診療能力に及ぼした影響を明らかにす

るために WEB調査におけるアンケート用

紙が作成され、また実際のＷＥＢ調査が

実施された。 

 

Ｆ．健康危険情報 

 該当する健康危険情報なし 

 

Ｇ．研究発表 
 1.  論文発表 

現段階ではなし 
 2.  学会発表 

現段階ではなし 
 
Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 1. 特許取得 

なし 
2. 実用新案登録 

なし 
3.その他 
  なし 

 


